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福祉・人権について考える 
 

  

７日は福祉実践教室がありました。４年生が、「高齢者疑似体験」「手話」「点字」

「災害発生時についての学び」コースに分かれて、講師の方からいろいろ教えていただ

きました。また、１１日は、長久手市の人権擁護委員さんが来校され、全校児童に人権

についてお話しくださいました。心に残ったこと・感じたことを児童が日々の生活に生

かしていってくれたらと願います。 

 

【福祉実践教室】                     【人権のお話】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通指導員さんより 

きちんと安全確認「止まる・見る・手をあげる」 

 青信号になった瞬間に渡っても大丈夫！と思うことは危険です！信号を守らない車

だけでなく、右折・左折してくる車もいます。なので、自分の目で「車が止まってくれ

てるか」を必ず確認して安全に登下校しましょう！ 

＜保護者の方へ＞ 

青信号になって、すぐに横断歩道を走り出す児童が多く見られます。おうちでもお声かけ

お願いします。 

また、ひばり屋さん前の押しボタン信号は、児童の登校時に朝日があたり、車から信号の

色が見づらくなっています。通行時にスピードを落とす車があまりないため、通行車両がな

い隙を見計らって押すよう、児童には、押しボタンを押すタイミングについても指導を行って

おります。 


